
英 国小テスト

１ 水

ある人、弓射ることを習ふに、もろ矢をたばさみて的に向か２ 木 PTA バスツアー ○
ふ。師のいはく 「初心の人、二つの矢を持つことなかれ。後、
の矢を頼みて、初めの矢になほざりの心あり。毎度ただ得失な３ 金 文化の日
く、この一矢に定むべしと思へ」と言ふ。わづかに二つの矢、
師の前にておろそかにせんと思はんや。懈怠（けだい）の心、４ 土 授業あり
みづから知らずといへども、師これを知る。この戒め、万事に
わたるべし。５ 日
道を学する人、夕べには朝（あした）あらんことを思ひ、朝①国語 8:50--9:35 時間割
には夕べあらんことを思ひて、重ねてねんごろに修せんことを６ 月 ②数学 9:50--10:35
期（ご）す。いはんや、一刹那（せつな）のうちにおいて、懈③英語 10:50--11:35（ ）リスニングあり

怠の心あることを知らんや。７ 火 ④生活調査 ○11:45--12:35
なんぞ、ただ今の一念において、ただちにすることのはなは⑤・⑥木曜日の通常授業
だ難（かた）き。８ 水

１～４限《学力推移調査》＋５・６限 これは鎌倉時代に書かれた『徒然草』の一節です。９ 木
ある人が弓を習う時に、弓の先生が、初心者は二本の矢を持

。 、10 金 ってはいけないという それは二本持つと後の矢をあてにして
初めの矢を射るときに怠け心が生じてしまうからで、矢を射る

休業日 ときは、いつも、この一本の矢で決めてしまおうと思って全力11 土
をあげるべきだ、という教えです。この教訓は、道を学ぶ者全
般にあてはまります。学ぼうと決心しても、なかなか実行に移12 日
しません。夕方には明朝のあることを思い、翌朝になると、夕

学級懇談会（ ～各 教室） 方があることを予定して、その時になったら、心を込めてすれ13 月 PTA 15:50 HR
、 。ばいいと思って 今なすべきことを後回しにしてしまうのです

○ ものを学ぶときには瞬時たりとも怠けの心が生じてはうまくい14 火
かないもの。
だからこそ、何か物事を思い立ったときには･･･15 水

ことが大切なのです･･･直ちに実行して全力を尽くす
文化教養委員会講演会 ○ と筆者である兼好法師は語りかけています。16 木 PTA

恒例の学習会を今回も実施し17 金
ます。毎回多くの先生方がサ

。18 土 授業あり・学校説明会 ポートしてくださっています
短い時間ですが、実りある時 ※今回は記述式の問題です。安易に空欄の
間になること間違いなし！ まま終わらせずに、時間ギリギリまでチ19 日

ャレンジしよう！
定期考査 前突入！ ※席次は全国・校内ともに出てきます。20 月 1WEEK

学習会！
○ 国語＊言語知識＊説明文読解21 火

＊短歌の読解＊古文読解＊言語表現
（文の成分／指示語／接続語）22 水 土曜１～４限＋水曜５・６限 ＊口語文法

＊漢字・ことわざ・慣用句
勤労感謝の日23 木

数学＊式の計算＊連立方程式＊一次関数
大掃除 ＊平行と合同＊図形の性質24 金

学年を追うごとに学力の差
（過去形）25 土 休業日 がはっきり表れてきました。 英語＊ ( ) の文＊ 動詞There is are -- be

しかし 諦めるのはまだ早い！ ＊過去進行形＊未来の文＊助動詞、
内容が難しくならないうちに ＊接続詞を使った文＊不定詞26 日 、
自分で学習に取り組む 姿勢 ＊動名詞「 」
を身につけなさい。努力は必 （リスニングもあります）27 月
ず報われます。
１週間前からは勝負の時。28 火
１日２～３時間の学習では話

後期中間考査 になりません！とことんやっ29 水
。てみよう

30 木

月 日（木）は勤労感謝の日ですね。今日の では、１ 金 11 23 LHR
自分の将来のことをいろいろ考えました。仕事は自分自身の誰かの20年後？→
人生を創る大切なものです。でも、自分のためだけではなく
まさに「骨身を削って」みなさんのために日々仕事をしてお
られる家族の人に、
たった一言でかまいません･･･

保護者の皆様へ
、 （ ） 、少し遅くなりましたが 月 日 月 に11 13

懇談会を開催したいと考えております。PTA
、 、今回は 各クラスに分かれての学級懇談会の形式をとりたいと思いますので

万障繰り合わせの上奮ってご参加くださいますようよろしくお願い申し上げ
ます。ご案内を本日配布いたしましたのでご確認ください。

はばたけ！雲雀！！ 

１２月の主な行事

＊英語暗唱大会･･･１２日（火）
（ ）５・６限に開催します

＊保護者個人懇談･･･１８～２０日
（ ）クラスによって日程は多少異なります

＊授業納め･･･２２日（金）
（授業始めは ）2007.1.9.

即時実行！

感謝の気持ちを☆☆
―勤労感謝の日―

いつもありがとう！


